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「道南台湾観光友好協会」設立記念セミナーで沈代表が講演
　北海道・道南２市１町の５つの経済団体
でつくる「道南台湾観光友好協会」（会長・石
尾清広函館商工会議所副会頭）の設立記念
セミナーが１２月２０日、函館市内のホテルで
開催され、台北駐日経済文化代表処の沈斯
淳代表が「日台関係のこれから」と題して講
演を行った。約１８０人が参加した。
　道南台湾観光友好協会は、９月に台湾の
復興航空、１０月にエバー航空が函館―台
北間の定期便を就航させたことから、函館商

工会議所（松本栄一会頭）が呼び掛けて、10
月22日、函館商工会議所を中心とする函館
市亀田商工会、函館東商工会、北斗市商工
会、七飯町商工会の５団体が結集し、台湾と
の観光友好団体として設立されたものだ。目
的は、道南全体での観光客の誘致や経済交
流の活性化だ。
　挨拶に立った沈代表は観光について「１１月
までの日本と台湾の往来人数は２７０万人と
なっており、両政府が目標に立てた今年の目標

３００万人に迫っている」と述べた。また、「北海
道は人気が高く、旅行者も大幅に増えている。
日本からの旅行者も増加傾向にあり、交流が
盛んになるよう期待している」と語った。
　今後、日台関係が発展するための条件とし
ては、１つは産業協力、２つ目は文化交流、そ
して３つ目は青少年の交流であるとし、「日本
企業にとって台湾は信頼できるパートナーで
あり、中小企業が手を結んでアジアの新興国
に向けて投資をしていくことが大切、青少年
の交流については次世代の発展につながる
ものだ」と力を込めた。

　公益財団法人交流協会は12月12日、台北
市内のアンバサダーホテルで「天皇陛下御誕
生日祝賀レセプション」を行った。これは12月
23日の今上天皇誕生日に先駆けたレセプショ
ンであり、会場には多くの招待客が訪れた。
　交流協会の樽井澄夫代表は式典の挨拶
で、オープンスカイ協定の締結、日台貿易経
済会議の開催、台湾での日本研究促進のた
めの人材育成の制度化等、経済面・文化面
での緊密な交流や、東日本大震災における台
湾からの多くの支援に触れ、「日本と台湾に
は人と人の強い心の繋がりがある」とし、更に

　社団法人・亜東親善協会は１２月１１日、
明治記念館「蓬莱の間」で平成２４年・忘年
の集いを開催した。同法人の前身は１９４９
年東京で設立された「華南倶楽部」。設立の
趣旨は民主主義と自由経済を信条とする日
本とアジアの国々、特に台湾との交流および
友好親善の促進である。

「交流協会台北事務所としても、この事をしっ
かりと胸に、日台関係を増々清く、深く、緊密
なものにすべく全力を尽くす」と語った。
　また、亜東関係協会の廖了以会長は、馬英
九総統が今年に入り、福島第一原発半径
30km以内の地域を除く地域の渡航自粛勧
告を解除した事に触れ、「台湾人の実際の行
動を通じて日本の観光振興を切に希望して
いるもの」とした上で、「日本国民の皆さんが
被災地の復興に関心を払っている他、台湾の
人びとも、人の苦しみを我が身の様に、大変
関心を寄せている。私ども亜東関係協会が出

来る事ならば、必ず、交流協会と肩を並べて
全力を挙げて（復興への協力に）取り組んで
いく」とコメントし、会場からは暖かい拍手が
送られた。
　乾杯の際、樽井代表は流暢な中国語で「日
台関係の増々の発展を確信し、更に今日ご在
席の皆々様のご幸福と繁栄を心からお喜び
申し上げます」とスピーチし、天皇陛下の誕生
日を祝った。

沈斯淳代表 会場の様子

　台北郊外の淡水で２０１２年１１月３日、
「日台若者交流会」設立大会が開催された。
代表は安西直紀さん（※）、名誉会長が台湾
の李登輝元総統だ。日台の若者の交流を目
的とした任意団体だが、淡水での開催、李登
輝元総統が名誉会長である点が異色だ。経
緯と活動内容を安西代表に聞いた。

李登輝元総統との出会い
　２００８年の８月３日、４日と台湾最高峰の
「玉山」登山を仲間と敢行した安西さんは、さ
らに“高い山”を登ってみたいと李登輝元総
統に手紙をしたためた。「前からお目にかかっ
てみたかったんです。そうしますと手紙に対し
て事務所から連絡があり、会おうと言ってく
ださった。それで台北の自宅を訪問させてい
ただきました」（安西さん：以下略）８月５日の
ことだった。
　以降、安西さんと李登輝元総統との交流
が続く。２００９年に李登輝元総統が来日し、
日比谷公会堂で講演会を開催した際は、前
夜祭でスピーチを行った。その後、若者を連
れて李登輝元総統に会いに台北に出かけ
た。震災後１年を経過した今年の４月、台北
で５回目の交流を果たした安西さんは、李登

李登輝元総統の事務所で設立大会
　安西さんは第１回目の大会を台北で行うこ
ととし、準備を開始。若者による訪台団を結成
すべく、呼びかけを行うとともに面接などを通
じて３３名に絞った。「平均２５歳、下は１８
歳、上は８２歳です（笑）。日本と台湾の間を
良くしたい、強くしたいという気持ちがあれば
ウエルカムだよという思い」。
　１１月３日午後、台北郊外にある淡水の李
登輝元総統の事務所に訪台団が集まった。
李登輝元総統の歓迎を受けて、大会は９０分
の予定が２時間の設立イベントとなった。「本
当に熱意をもってしゃべってくださって。李登
輝元総統からは毎回エネルギーをもらいま
す。修羅場をくぐられてきた方独特のオーラに
は、若手メンバーも同じ思いを持ちました。３

日台若者交流会設立、名誉会長に李登輝氏就任

人物インタビュー 日台若者交流会　安西直紀代表

交流協会がレセプション開催  ～天皇陛下お誕生日を祝賀

亜東関係協会廖了以代表 交流協会樽井澄夫代表

台北駐日経済文化代表処の羅坤燦副代表（右）と
亜東親善協会副会長山本順三参議院議員（左）

亜東親善協会が「平成24年・忘年の集い」を開催

「寒雲」横浜コンサート“生きる”が大成功

　遡ること今年５月７日の年度総会において
任期満了に伴う役員選出が行われ、玉澤徳
一郎会長が同協会名誉会長に選出され、新
任会長に安倍晋三・元首相（衆議院議員）が
選出されたことから話題になった。
　衆院選の選挙戦の真っ只中という状況
下、安倍氏の新会長としての挨拶も期待され
るなかでの「忘年の集い」は、午後６時過ぎ、
亜東親善協会理事で国士舘大学三浦信行
学長の“開会の辞”でほぼ定刻通り始まった。
　最初に挨拶に立った亜東親善協会副会
長山本順三参議院議員は「安倍新会長が来
て挨拶すべきところ、選挙ということで全国を
飛び回っておりまして、お前が替わりに挨拶し
て来いと。また、同じ副会長の大江康弘参議
院議員も地元（和歌山）で会合があり、出席
できません。本来、今日は安倍新会長就任を
お祝いする盛大な忘年会となるはずだったと
思いますが（残念）、新年会には出てくれるだ
ろうと思います」と述べた。

　また、山本議員（愛媛県選出議員）は、愛媛
みかんの台湾輸出、愛媛松山空港と台湾松
山空港を結ぶ定期便の実現、２０１４年瀬戸
内しま博覧会（仮）のメイン・イベントとしてし
まなみ海道を使った自転車の世界大会開催
（台湾の選手を招いて）計画など、台湾との
様 な々交流計画を紹介し、会場を沸かせた。
　次いで台北駐日経済文化代表処の羅坤燦
副代表は「亜東親善協会は大きな発信力を
持っており、代表処としても今後とも深いパイ
プを築いていきたい。ご理解とご支持をお願
いしたいと思います」と挨拶した。加えて、最近
の日台交流の成果として、台日投資協定の調
印、オープンスカイ協定（航空自由化）による
日本の各地方と台湾との定期便増加、台湾の
「国立故宮博物院」所蔵の美術品の日本での
展示、宝塚歌劇団の台湾公演などを挙げ、代
表処としてこれからも台湾と日本の架け橋と
なるよう努力していく所存だ、と述べた。
　来賓として挨拶に立った中川雅治参議院議

員（自民党）は、義父が参議院議長等を務めた
原文兵衛氏であり、亜東親善協会の第２代目
会長だったとし、台湾との交流に今後とも力を
尽くしていきたいと述べた。続いて、一般財団
法人台湾協会の齋藤毅理事長、日本中華聨
合総会の毛利友次会長が挨拶に立ち、亜東
親善協会のこれからの発展に期待を寄せた。
　この後、午後６時３０分頃から台北駐日経
済文化代表処および公益財団法人交流協
会関係者の紹介、駐日東京同学会（留学生
の団体）の紹介があり、最後に華僑団体（代
表）の紹介があった。主な団体は、日本中華
連合総会、東京華僑婦女会、東京華僑総会、
横浜華僑総会、
台湾同郷会、在日
台湾商工会議
所、日本媽祖会、
山梨華僑総会、
日本華商総会、
東京中華学校な
どだった。代表は
すべて登壇した。

なかでも日本中華連合総会名誉会長詹徳薫
氏は華僑を代表して「下の皆様がすべて壇上
に上がったら大変だと思っていましたがやっ
と止まりました」とユーモアたっぷりに挨拶し
た。続いて「華僑団体をこの素晴らしい席にお
招きいただき本当に感謝致します。皆様のご
健康とご健勝を祈念して乾杯！」と乾杯の発
声を行った。
　和やかな歓談が続き、午後８時前、亜東親善
協会の張碧華副会長が壇上に上がり、中締め
の挨拶を行った。「台湾と日本との関係はこれま
でいつでも晴れでした」と日台の良好な関係を
強調すると、最後は三本締めで締めくくった。

華僑団体（代表）の皆さん

シンガーソングライターせきぐちゆきさん（左）と共演

　寒雲友の会主催の「生きる～東日本大震
災復興支援コンサート～」が１２月１１日、横
浜・関内で開催された。共催は山梨台湾総
会・台湾新聞社だった。
　寒雲は台湾出身の女性歌手。１９７８年に
台湾でレコードデビューし、１９９２年に来日
した。以降、コンサート活動やレコードをリ
リースし、また、１９９９年からはチャリティコ
ンサ―トや日台青少年文化交流にも力を入
れている。２００９年、「月の離宮」で念願のメ
ジャーデビューを果たし、その後シングル「生
きる」「雪の手がみ」、アルバム「Crossroad」
をリリースし、その歌唱力が業界やファンの間
に幅広く浸透しつつある。
　会場となった横浜関内小ホール（２６４席）
は、開演の午後７時には観客でいっぱいに

なった。台北駐日経済文化代表処横浜分処
李明宗処長、横浜華僑総会桐山利恵子会長
ほか、多くの華僑団体・個人の応援団や日本
人ファンが詰めかけた。遠くは盛岡、台湾、上
海からも駆け付けた。
　コンサートは２時間に及んだ。歌われた主
な楽曲は、「赤とんぼ」「竹田の子守唄」台湾
民謡、「蘇州夜曲」谷村新司作詞・作曲カ
バー曲３曲（「レストランの片隅で」「棘」「夜
顔」）、「ベサメムーチョ」「生きる」（せきぐちゆ
きさんと共演）、せきぐちゆきさん独唱（「手が
み」「金吹雪」「第二十六章十五頁」「歩み/僕
ならできる」）、「月の離宮」「雪の手紙」「旅立
ちの花」「生きる」（壁にかけられた書「生きる」
を背にしてせきぐちゆきさんと）「タイムトゥー
セイグッバイ」（ラスト楽曲）だった。

　冒頭のトークで寒雲は「こんばんは。結構、
いらっしゃいますね。本当に感激、感動です。
実はどのぐらい来てくださるか自信がありませ
んでした。平日ですし、クリスマスや忘年会で
皆さん、お忙しい時期ですし」と観客に感謝
の言葉を伝えた。
　また、寒雲は、「一歩踏み出さなければ何も
変わらない。（いろいろ考えて）やらなかったら
同じ時が流れていくだけで、思い出すら残ら
ない」「昔は自分のことばかり考えていた。ある
時から自分のためより人のために何かしよう
と思うようになったが、結果として自分のため
になった」「こんなにも素晴らしい方々がここ
に集まってくれた。これは神様が私に仕事を

しろとおっしゃっているのでは」など、トークの
なかで、様々な人生観を披露し、観客の共感
を呼んでいた。
　コンサートの見どころは、前半の俳優丹下
一さんとのコラボーレーション（谷村新司氏
のカバー楽曲）、ゲストのシンガーソングライ
ターせきぐちゆきさんとの共演（「生きる」）お
よびせきぐちゆきさんのコーナー、そして、後
半、寒雲の代表曲（メジャーシングル曲）の熱
唱だった。
　ラストは「タイムトゥーセイグッバイ」。寒雲の
高音に伸びのある美しい歌声が師走の横浜
の街並みに吸い込まれていくようだった。温か
い、素晴らしいコンサートだった。

輝元総統に東日本大震災に際して台湾より
２００億円を超える義捐金を贈られたことに
ついて、感謝の気持ちを次のように伝えた。
　「震災は若者に衝撃を与えました。日本人
は原発のみならず文明社会が曲がり角に来
てしまったことを強烈に突きつけられました。
震災は風化しつつありますが、自分は忘れ去
ることはできず、一生背負う命題ではないかと
考えます。日本の若者は、２００億円を超える
台湾の援助に台湾への見方を変えたはず。私
はその気持ち、恩義を台湾にお返ししたいの
です」
　対して李登輝元総統から“驚くべき”提案
がなされたという。内容は「日本と台湾の交流
会をやったらどうか。私が名誉会長をやるか
ら君は代表をやればいい」というものだった。
安西さんの答えは「イエス」。科学の発達や経
済の繁栄の替りに失ってしまった“日本人ら
しさ”を取り戻すためには、台湾（アジア）の
人々から学ぶものは大きいという考えからだ。
この時、約束したことは２つ。１つは文化交流
をすること、２つ目は半年に１度ぐらいのペー
スで交互（日本と台湾）に大会（交流会）を開
くこと、だった。

日の夜は台北市内で台湾の若者との文字通
りの交流会に臨みました。日本人５０名、台湾
人５０名、合計１００名の盛大な会となりまし
た」。

来年の５月は日本で交流会開催へ
　大成功のうちに終了した「日台若者交流
会」。安西さんは、来年の５月に第２回目の大
会を東京で開催する予定だ。「今、３つのこと
を考えています。１つは、組織の充実です。一
般社団法人化に向けて準備しています。２つ
目は、出版です。総統のお話を含めて私が伝
えたいメッセージを本にして発信することを決
めました。日本の若者はもっと行動して挑戦す
べきだと。スローガンは『超越国境』。そして３
つ目は、５月に大会を開催すること」。

11月3日、夜には台北市にて「日台若者交流会設立記念 100人夕食懇親会」を開催
2012年11月3日台湾の淡水にて。

李登輝元総統に宣誓を行う

　現在、「日台若者交流会」は、来年５月の開
催に向けて、出版のためのミーティングを重ね
るなど、準備を急いでいる（※）。
※安西直紀（あんざい・なおき）１９８０年生まれ。東
京都出身。慶応大学中退。世界５０カ国（欧米・東南
アジア・中東ほか）を旅した。２００４年にはイラク戦
争最中にイラクを訪問。報道と現実のイラク市民の
表情の違いを知り、「現場に行き、実際を目にして感
じたままに突き進むのが人生」と考える。この総括は
「世界を学校と見立てて取得してきた単位」のひと
つ、だという。現在、フリーコンサルタント、イベント
コーディネーター。日台若者交流会代表として活動
するほか、ビヨンドXプロジェクト事業（鴇田くに奨学
基金が行うプロジェクト：弁護士/前衆議院議員早川
忠孝代表）の事務局長も兼務。
※日台若者交流会では設立記念に伴う、出版計画に
対しての賛助金を募集している。


	JA_182_01ol
	JA_182_02_meishi01ol
	JA_182_03_meishi02ol
	JA_182_04_meishi03ol
	JA_182_05_meishi04ol
	JA_182_06_meishi05ol
	JA_182_07_2ol
	JA_182_08_3ol
	JA_182_09_4ol
	JA_182_10_5ol
	JA_182_11_6ol
	JA_182_12_8ol

